
平成２４年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査）　 中学校1年　理科　出題のねらい等

自然事象へ
の関心・意
欲・態度

科学的な思
考・表現

観察・実験
の技能

自然事象に
ついての知
識・理解

① ２分野 植物の生活と種類 中1 (1)ア(ア) 身近な生物の観察 スケッチの仕方の基本技能を身に付けていること。 ○ ○

② ２分野 植物の生活と種類 中1 (1)ア(ア) 身近な生物の観察 スケッチの仕方の基本技能を身に付けていること。 ○ ○

③ (2) ２分野 植物の生活と種類 中1 (1)ア(ア) 身近な生物の観察 植物の分布図から，ゼニゴケが生育している環境の特徴を理解していること。 ○ ○

④ (3) ２分野 植物の生活と種類 中1 (1)イ(イ) 植物の体のつくりと働き 植物の種類や生育状況は，環境の違いと深くかかわっていることを理解していること。 ○ ○

⑤ (4) ２分野 植物の生活と種類 中1 (1)ウ(イ) 植物の仲間      生育環境や体のつくりの特徴から，水分の取り入れ方について理解していること。 ○ ○

⑥ ２分野 植物の生活と種類 中1 (1)イ(イ) 植物の体のつくりと働き でんぷんの存在を確かめる試薬の名称を身に付けていること。 ○ ○

⑦ ２分野 植物の生活と種類 中1 (1)イ(イ) 植物の体のつくりと働き でんぷんのでき方の違いによるヨウ素溶液の反応の違いを理解していること。 ○ ○

⑧ ２分野 植物の生活と種類 中1 (1)イ(イ) 植物の体のつくりと働き 植物が，光エネルギーを使って養分をつくり出す働きの名称を理解していること。 ○ ○

⑨ ２分野 植物の生活と種類 中1 (1)イ(イ) 植物の体のつくりと働き 光合成を行うために必要な物質，つくり出す養分の名称を理解していること。 ○ ○

⑩ ２分野 植物の生活と種類 中1 (1)イ(イ) 植物の体のつくりと働き 植物の葉の付き方について，光合成と結び付けて考え，表現できること。 ○ ○

⑪ ２分野 植物の生活と種類 中1 (1)イ(イ) 植物の体のつくりと働き 植物の成長と日光の当たり方，でんぷんのできる量とを関連付けて考え，表現できること。 ○ ○

⑫ (1) Ｂ 生命・地球 ６年 Ｂ(4)ア 土地のつくりと変化   野外観察に必要な準備物を理由まで付けて考えようとしていること。 ○ ○

⑬ (2) Ｂ 生命・地球 ６年 Ｂ(4)ア 土地のつくりと変化 流れる水の働きによる，堆積作用の特徴をまとめることができること。 ○ ○

⑭ ア Ｂ 生命・地球 ６年 Ｂ(4)イ 土地のつくりと変化   土地のつくりや構成物などから，地層のでき方について考え，表現できること。 ○ ○

⑮ イ Ｂ 生命・地球 ６年 Ｂ(4)イ 土地のつくりと変化   土地のつくりや構成物などから，地層のでき方について考え，表現できること。 ○ ○

⑯ ウ Ｂ 生命・地球 ６年 Ｂ(4)イ 土地のつくりと変化   土地のつくりや構成物などから，地層のでき方について考え，表現できること。 ○ ○

⑰ (4) Ｂ 生命・地球 ６年 Ｂ(4)イ 土地のつくりと変化  土地のつくりや構成物などから，地層のでき方について考え，表現できること。 ○ ○

⑱ ア Ｂ 生命・地球 ６年 Ｂ(4)ア 土地のつくりと変化 土地のつくりや地層のでき方を理解していること。 ○ ○

⑲ イ Ｂ 生命・地球 ６年 Ｂ(4)ア 土地のつくりと変化 土地のつくりや地層のでき方を理解していること。 ○ ○

⑳ ウ Ｂ 生命・地球 ６年 Ｂ(4)ア 土地のつくりと変化 土地のつくりや地層のでき方を理解していること。 ○ ○

㉑ (6) Ｂ 生命・地球 ６年 Ｂ(4)ウ 土地のつくりと変化 ｢火山活動｣や｢地震｣が引き起こす土地の変化について，考え，表現できること。 ○ ○

㉒ (1) １分野 物質のすがた 中1 (２)ア(イ) 気体の発生と性質   二酸化炭素の捕集方法を身に付けていること。 ○ ○

㉓ (2) １分野 物質のすがた 中1 (２)ア(イ) 気体の発生と性質   二酸化炭素の捕集方法を身に付けていること。 ○ ○

㉔ (3) １分野 物質のすがた 中1 (２)ア(イ) 気体の発生と性質   物質の状態変化について，粒子のモデルと関連付けて理解していること。 ○ ○

㉕ (4) １分野 物質のすがた 中1 (２)ア(イ) 気体の発生と性質   気体の安全な取扱い方法を身に付けていること。 ○ ○

㉖ １分野 物質のすがた 中1 (２)ア(イ) 気体の発生と性質   アンモニアの性質から，水上置換法で捕集できない理由について考え，表現できること。 ○ ○

㉗ １分野 物質のすがた 中1 (２)ア(イ) 気体の発生と性質   アンモニアの正しい捕集方法を身に付けていること。 ○ ○

㉘ (6) １分野 物質のすがた 中1 (２)ア(イ) 気体の発生と性質   気体の性質から，気体の種類の判別方法を身に付けていること。 ○ ○

㉙ (7) １分野 物質のすがた 中1 (２)ア(イ) 気体の発生と性質   気体の性質から，気体の種類の判別方法を身に付けていること。 ○ ○

㉚ ア Ａ 物質・エネルギー ６年 Ａ(4)ア 電気の利用 手回し発電機を使って，電気をつくり出す方法を身に付けていること。 ○ ○

㉛ イ Ａ 物質・エネルギー ６年 Ａ(4)ア 電気の利用 ハンドルを速く回すほど，たくさんの電気をつくり出す方法を身に付けていること。 ○ ○

㉜ ア Ａ 物質・エネルギー ６年 Ａ(4)ア 電気の利用 実験結果から，豆電球と発光ダイオードに明かりがついていた時間を比較できること。 ○ ○

㉝ イ Ａ 物質・エネルギー ６年 Ａ(4)ア 電気の利用 実験結果から，豆電球と発光ダイオードの電気の使われ方の違いについて考え，表現できること。 ○ ○

㉞ (3) Ａ 物質・エネルギー ６年 Ａ(4)ア 電気の利用 発光ダイオードに取り替えることで，節電に役立つ電気器具を考えようとしていること。 ○ ○

(2)

(1)

(5)

(6)

(3)

(5)

観 　　 　点 主に｢知
識｣に関
する問
題

主に｢活
用｣に関
する問
題

内容区分及び学年

(5)

(1)

連
番

大
問

中
問

小
問

学習指導要領の内容 出題のねらい

1 

2 

3 

4 


